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示されているが、MET-PET/CT と MIBI-SPECT/CT との比較検討は十分なされ
ていない。本研究は原発性副甲状腺機能亢進症患者にて副甲状腺腺腫/過形成の局
在診断におけるMET-PET/CTとMIBI-SPECT/CTの成績を比較したものである。 
対象は 2009 年 7 月から 2013 年 8 月までに MET-PET/CT および
MIBI-SPECT/CTを施行し、手術にて副甲状腺腺腫/過形成が証明された 15患者、
および手術は行われず臨床的に副甲状腺機能亢進症と診断されている(血清副甲
状腺ホルモン(intact PTH)値増加、血清 Ca 値増加、かつ尿中 Ca排泄率＞0.01を
満たす)8患者の計 23人とした。両検査における患者単位の感度、手術を施行した
15 症例においては病変単位の感度を比較した。MIBI シンチグラフィの読影は、




 結果、手術を行った患者 11人から腺腫 11病変、3人から過形成 10病変が得ら
れ、残り 1 人からは腺腫 /過形成の判別がつかない１病変が得られた。
MET-PET/CT、MIBI-SPECT/CT の患者単位での感度はそれぞれ 65%(15/23)、
61%(14/23)と有意差を認めなかったが、MET 陽性/MIBI 陰性、MET 陰性/MIBI






















認めなかったが、MET 陽性/MIBI 陰性、MET 陰性/MIBI 陽性となる症例をそれ
ぞれ 5 例および 4 例認め、MIBI-SPECT/CT 陰性の症例のうち 56％において












 したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
 なお、本学位授与申請者は、平成２７年１月７日実施の論文内容とそれに関連
した試問を受け、合格と認められたものである。 
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